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I
期
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E
期

一
O
月
一
五
日
(
士
)
一

O
月
三
一
日
(
月
)

一
一
月
一
日
(
火
)
一
一
月
一
一
二
日
(
日
)

平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

地
下
の
正
倉
院
展
式
部
省
木
簡
の
世
界

ー
役
人
の
勤
務
評
価
と
昇
進
|

第
E
期
展
示
木
筒

第
皿
期

一
一
月
一
五
日
(
火
)
|
一
一
月
二
七
日
(
日
)

※
本
解
説
シ

l
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た
結
果
、

報
告
書
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

I 

勤
務
評
価
に
使
わ
れ
た
木
簡

の
で
あ
ろ
う
。
「
去
出
」
を
や
や
右
に
寄
せ
て
書
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
左
側

に
は
「
今

O
」
と
今
年
の
評
価
を
書
き
込
む
た
め
の
余
白
で
あ
る
。
ま
た
、

姓
名
に
続
く
割
喜
の
年
齢
・
本
貫
地
の
下
に
は
、
今
年
の
上
回
数
(
出
勤
日

数
)
を
書
き
込
む
た
め
の
余
白
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
今
年
の
資
料
が
な
く

て
も
わ
か
る
部
分
は
先
に
書
い
て
お
い
て
、
出
勤
日
数
や
決
定
し
た
評
価
が

追
記
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
木
簡
は
今
年
の

情
報
を
書
き
込
む
前
に
、
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
廃
棄
さ
れ
た
。
孔
が

表
面
に
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
は
、
何
度
か
削
っ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
示

す。
-v

し

ち

ゃ

〈

し

し

よ

し

「
位
子
」
は
六
位
か
ら
八
位
ま
で
の
役
人
の
月
評
弘
官
際
に
は
庶
子
も
含

加
戸
才
能
に
応
じ
さ
ら
に
試
験
を
行
っ
た
上
で
大
舎
人
(
天
皇
の
従
者
)
・

頃
補
(
天
皇
を
守
衛
し
行
幸
に
従
う
兵
士
。
夜
は
京
内
山
古
川
警
も
担
当
)
・

使
部
(
諸
司
の
雑
役
に
従
事
)
な
ど
に
任
じ
ら
れ
た
。
「
元
位
」
(
「
元
」
は

「
無
」
の
異
体
字
)
は
位
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
二
一

O
階
あ
る
位

階
の
さ
ら
に
下
の
一
つ
の
位
階
と
し
て
機
能
し
た
J

て
ん

U
ょ
う

国
名
ヤ
マ
ト
の
表
記
は
、
大
倭
↓
大
養
徳
(
天
平
か

F克
三

七

二

二
月
か
ら
天
平
一
九
年
三
月
ま
で
)
↓
大
倭
↓
大
和
(
天
平
宝
字
元
年
〈
七

五
七
〉
頃
以
降
)
と
い
う
変
遷
が
あ
る
。
東
西
溝
S

D
四一

O
O出
土
木
簡

の
大
部
分
は
天
平
宝
字
末
年
か
ら
宝
亀
初
年
ま
で
(
七
六
回

i
七
七

O
)
の

も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
大
和
国
葛
上
郡
」
の
表
記
は
こ
れ
と
整
合
す
る
)

g
a
 

律
令
制
に
基
づ
く
役
人
の
勤
務
評
価
に
は
、
毎
年
の
評
価
で
あ
る
考
課
(
単

に
「
考
」
と
も
い
う
)
と
そ
の
一
定
年
数
分
の
積
み
重
ね
に
よ
る
位
階
昇
進

12 

考
課

(
毎
年
の
勤
務
評
価
)
に
使
わ
れ
た
木
簡
3

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
『
平
城
宮
木
簡
五
』
六
四
六
八
号
。

以
下
、
宮
五
六
四
六
八
の
よ
う
に
略
す
)

〔
叶
ヵ
〕

去

出

年

口

四

位
子
尤
位
同
車
造
梶
訳

大
和
国
葛
上
郡

長
さ
(
一
二
二
O
)
皿
・
幅
(
一
八
)
皿
・
厚
さ
二
一
皿

O
一
五
型
式

や

ま

と

か

ず

ら

き

の

か

み

駄
加
国
葛
上
郡
(
今
の
奈
良
県
御
所
市
の
大
部
分
に
ゐ
社
特
抽
湖

γ

に
本
貫
地
(
戸
籍
の
所
在
地
)
の
あ
る
、
三
四
歳
と
み
ら
れ
る
日
置
造
梶
訳

と
い
う
役
人
の
勤
務
評
価
の
木
簡
。
完
全
に
近
い
形
で
残
る
勤
務
評
価
の
木

簡
の
一
つ
ロ
保
存
処
理
を
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
水
漬
け
(
防
腐
剤
と

し
て
ホ
ウ
酸
・
ホ
ウ
砂
の
入
っ
た

0
・
三
%
程
度
の
水
溶
液
)
の
状
態
で
展

示
す
る
。

こ

う

〈

り

し

ん

せ

ん

し

ょ

う

じ

ろ

〈

日
置
造
氏
は
高
句
麗
P
A拘
瀧
擁
深
持
族
(
『
新
撰
姓
氏
録
』
)
。
葛
上
郡
に

は
日
置
郷
が
あ
り
(
『
和
名
類
衆
抄
』
)
、
日
置
造
氏
の
本
拠
地
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

き
よ
し
ゆ
っ

「
去
出
」
は
去
年
初
め
て
役
人
と
し
て
出
仕
し
た
こ
と
を
示
す
ロ
恐
ら
く

勤
務
日
数
な
ど
の
関
係
で
去
年
は
ま
だ
勤
務
評
価
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た



2

せ
ん
じ
よ

の
評
価
で
あ
る
選
叙
(
単
に
「
選
」
と
も
い
う
)
の
二
種
類
が
あ
り
、
こ
れ

は
考
課
木
簡
の
例
。
い
ず
れ
も
役
人
一
人
ず
つ
の
個
人
カ
l
ド
の
体
裁
を
と

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
勤
務
評
価
の
木
簡
は
、
考
課
・
選
叙
ど
ち
ら
の
場
合
も
側
面
に
貫

通
す
る
孔
が
あ
る
の
が
普
通
。
個
人
カ

l
ド
の
木
簡
を
多
数
横
に
並
べ
、
紐

を
通
し
て
順
序
を
固
定
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
の
場
合
は
、

上
端
か
ら
一
一
六
皿
の
位
置
に
孔
が
あ
い
て
い
る
。
径
は
約
四
皿
。
焼
け
火
箸

状
の
も
の
で
あ
け
た
痕
跡
が
あ
る
。

下
端
は
折
れ
、
左
辺
は
割
れ
、
右
辺
は
二
次
的
に
削
っ
て
い
る
。
縦
に
二

片
に
割
れ
て
お
り
、
左
半
分
は
右
半
分
よ
り
上
下
の
欠
失
部
が
多
い
。
裏
面

は
孔
よ
り
下
が
剥
離
し
た
状
態
だ
が
、
廃
棄
の
際
の
剥
離
に
し
て
は
き
れ
い

で
、
意
図
的
に
剥
が
し
た
り
削
っ
た
り
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

13 

考
課

(
毎
年
の
勤
務
評
価
〉
に
使
わ
れ
た
木
簡
の
断
片
7

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
三
人
O

ニ

去
不

従
八
位
円

長
さ
(
四
九
)
皿
・
幅
二
O
皿
・
厚
さ
一

O
皿

O
一
五
型
式

従
八
位
(
上
ま
た
は
下
)
某
の
考
課
木
簡
の
断
片
。
孔
は
木
簡
の
上
端
か

ら
四
三
皿
の
位
置
に
あ
り
、
径
は
約
五
円
焼
け
焦
げ
の
痕
が
見
え
、
焼
け

火
箸
状
の
も
の
で
孔
を
あ
け
た
と
み
ら
れ
る
。
何
度
も
削
っ
て
再
利
用
す
る

う
ち
に
、
孔
が
木
簡
の
表
面
に
出
て
き
そ
う
に
な
り
、
孔
の
部
分
に
刃
を
入

れ
、
折
っ
て
廃
棄
し
た
も
の
で
あ
る
。

側
面
に
孔
を
も
っ

O
一
五
型
式
の
木
簡
の
断
片
は
、
ほ
と
ん
ど
が
孔
よ
り

上
部
の
断
片
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
下
部
は
ま
だ
他
の
用
途
の
木
簡
に

再
利
用
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
逆
に
い
え
ば
、
こ
う
し
た
廃
棄
が

行
わ
れ
た
の
は
、
折
れ
や
す
い
孔
の
部
分
を
除
去
し
て
、
使
え
る
部
分
を
別

の
調
拍
車
ふ
の
木
簡
に
再
利
用
す
る
た
め
だ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
去
不
」
は
去
年
、
評
価
の
対
象
外
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
今
年
の
評

価
は
書
か
れ
て
い
な
い
ロ

14 

考
課

(
毎
年
の
勤
務
評
価
)
に
使
わ
れ
た
木
簡
の
断
片
8

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
四
|
三
八
O
一二)

去
上

「
今
上
」

(
裏
)
口

大
初
円

(
表
)

長
さ
(
七
二
)
皿
・
幅
一
一
六
皿
・
厚
さ
人
皿

O
一
五
型
式

だ

い

そ

い

大
初
位
(
上
ま
た
は
下
)
某
の
考
課
木
簡
の
断
片
。
孔
は
木
簡
の
上
端
か

ら
六
五
皿
の
位
置
に
あ
り
、
径
は
約
三
皿
。
焼
け
焦
げ
の
痕
が
見
え
、
焼
け

火
箸
状
の
・
も
の
で
孔
を
あ
け
た
と
み
ら
れ
る
。

間
と
同
じ
く
孔
の
と
こ
ろ
で
折
ら
れ
て
お
り
、
孔
が
木
簡
の
表
裏
面
に
対

し
て
水
平
で
は
な
く
、
斜
め
に
あ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
左

側
面
で
は
孔
は
裏
面
に
近
い
位
置
に
あ
い
て
い
る
が
、
右
側
面
で
は
表
面
に

顔
を
出
す
位
置
に
あ
る
。
表
面
を
削
れ
ば
ま
だ
ま
だ
再
利
用
で
き
る
は
ず
で

あ
る
が
、
そ
う
す
る
こ
と
な
く
廃
棄
さ
れ
た
の
は
、
斜
め
に
あ
い
て
い
る
孔

の
調
炉
付
ら
さ
の
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

「
去
上
」
は
、
去
年
の
評
価
が
上
中
下
の
三
段
階
評
咽
初
仕
等
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
。
左
上
部
に
や
や
薄
い
墨
で
書
か
れ
る
拝
包
」
は
、
今
年

の
勤
務
評
価
を
余
白
に
書
き
込
ん
だ
も
の
。
裏
面
に
も
合
点
状
の
墨
痕
が
み

ら
れ
る
が
、
意
図
は
不
詳
。

15 

考
課

(
毎
年
の
勤
務
評
価
)
に
使
わ
れ
た
木
簡
の
断
片
9

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
四
三
八
O
五
)

(
表
)
去
上

(
裏
)
口

長
さ
(
二
六
)
皿
・
幅
一
一
六
皿
・
厚
さ
五
皿

O
一
五
型
式



3

考
課
木
簡
の
断
片
。
孔
は
木
簡
の
上
端
か
ら
左
辺
で
二
=
一
皿
、
右
辺
で
二

一
皿
の
位
置
に
あ
り
、
真
横
方
向
で
は
な
い
。
径
は
約
三
円
焼
け
焦
げ
の

痕
が
見
え
、
焼
け
火
箸
状
の
も
の
で
孔
を
あ
け
た
と
み
ら
れ
る
。
孔
の
部
分

で
折
っ
て
廃
棄
し
た
勤
務
評
価
の
木
簡
と
し
て
は
か
な
り
薄
い
部
類
に
属
す

る
。
去
年
の
勤
務
評
価
部
分
の
み
が
残
り
、
今
年
の
評
価
は
書
か
れ
て
い
な

い
。
裏
面
に
も
墨
痕
が
み
ら
れ
る
が
、
意
図
は
不
詳
。

16 

者
選
木
簡
を
再
利
用
し
た
式
部
省
の
召
文

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
六
八
四
九
七
)

(
表
)
式
部
省
召

口
度
品
目
百
万
呂

〔
尺
カ
〕

〔

召

カ

〕

〔

緩

カ

〕

口
今
口
急
向
参
其
口
々

(
裏
)

U
月
九
日

長
さ
(
二
二

O)
皿
・
幅
三
四
皿
・
厚
さ
一
二
皿

O
一
九
型
式
(
O
一
五
型
式
)

し
き
ぷ
し
よ
う
一
さ
か

b
E

の
あ
ぎ
ま
ろ

め
拭
官
省
が
尺
度
品
百
万
昌
に
急
い
で
省
に
来
る
よ
う
命
じ
る
呼
び
出
し
状

(
召
文
)
の
木
簡
ロ
上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
の
原
形
を
留
め
て
い
る
が
下

端
は
折
れ
て
欠
損
し
て
い
る
。
上
端
か
ら
五
九
皿
の
位
置
の
側
面
に
径
約
五

皿
の
穿
孔
が
あ
る
。
勤
務
評
価
の
木
簡
を
別
の
用
途
に
転
用
し
た
も
の
。
使

用
で
き
な
い
ほ
ど
孔
が
表
面
に
出
て
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
作
り

置
き
し
で
あ
っ
た
考
選
木
簡
を
拝
借
し
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

全
体
に
腐
蝕
が
著
し
く
、
判
断
が
難
し
い
が
、
用
件
な
ど
の
記
載
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。
尺
度
比
司
万
呂
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
も
不
明
。
勤
務
評
価
に

関
わ
っ
て
呼
び
出
し
を
求
め
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
尺
度
は
坂

lv
み
き

門
・
坂
戸
と
も
書
く
。
尺
度
と
表
記
す
る
例
と
し
て
は
、
尺
度
忌
寸
人
口
(
宮

七
一
一
一

O
二
六
)
、
尺
度
君
万
呂
(
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

二
四
、
七
頁
上
段
〈
二
三
〉
。
以
下
、
平
城
木
簡
概
報
二
四
七
上
〈
二
三
〉

の
よ
う
に
略
記
)
な
ど
が
あ
る
。

E 

考
選
木
簡
の
削
屑
の
世
界

81 

考
遺
木
簡
の
長
大
な
削
暦
5

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
四
二
九
四
)

〔
勲
三

口
位
内
蔵
真
嶋

円

U
 

右
大
臣

口
口

O
九
一
型
式

東
西
溝
S

D
四一

O
O
の
木
簡
の
大
部
分
を
占
め
る
天
平
宝
字
末
年
か
ら

陪うき
宝
亀
抗
悼
の
h

抗
日
ハ
四

1
七
七

O
)
ま
で
の
時
期
に
右
大
臣
に
任
締
法
」
れ
た
の

は
、
藤
原
豊
成
(
天
平
宝
字
八
年
き
沌

F咽
〉
し
仇
戸
持
、
同
永
手
(
天
平

神
護
二
年
〈
七
六
六
〉
正
月
任
)
、
吉
備
真
備
(
神
護
景
雲
三
年
〈
七
六
八
〉

十
月
任
)
の
三
名
で
あ
る
。
勤
務
評
価
の
木
簡
の
書
式
と
し
て
は
や
や
不
自

然
で
、
別
類
型
の
木
簡
の
削
屑
の
可
能
性
が
あ
る
。

82 

考
還
木
簡
の
長
大
な
削
暦
6

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O
出
土
。
宮
五
|
六
六
一
五
)

年
五
十
二

野
守

山
背
園
相
楽
郡

O
九
一
型
式

和
束山宮
町背主

国
精相主
華楽主
町郡
?は胃、

山今
城の
村京
な 却E

ど扇
に南

主要
品ま
堵珂

市
と
相
楽
郡
笠
置
町

83 

考
遺
木
簡
の
官
職
部
分
の
削
暦
6

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
五
七

O
六
六
)



4

〔
留
カ
〕

資
人
口

O
九
一
型
式

し
じ
ん
り
ゅ
う
し
よ
う

「
資
人
留
省
に
か
乍
続
く
部
分
の
削
屑
で
あ
ろ
う
ロ
留
省
は
、
本
主
(
主

人
)
の
唱
法
や
解
官
に
よ
っ
て
職
を
失
う
な
ど
し
て
、
式
部
省
付
き
に
な
っ

て
い
る
資
人
(
玉
位
以
上
の
諸
王
・
諸
臣
、
大
臣
・
大
納
言
な
ど
に
与
え
ら

れ
る
従
者
)
。

84 

考
還
木
簡
の
官
職
部
分
の
削
屠
7

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
七
O
O九
)

方
大
舎
人

O
九
一
型
式

85 

考
還
木
簡
の
官
職
部
分
の
削
屠
8

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
玉
|
七
八
八
六
)

〔
造
方
〕

口
車
内
内
司

O
九
一
型
式

ぞ
d
J
b
c
う
だ
い
し

k
う
ぐ
う

「
造
東
内
司
」
は
平
城
宮
の
東
内
の
造
営
を
担
当
し
た
役
所
。
東
内
は
東
宮

と
同
じ
意
味
と
み
ら
れ
、
一
般
に
平
城
宮
東
院
に
置
か
れ
た
施
設
と
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
東
区
北
方
の
内
裏
を
指
す
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。

造
東
内
司
と
山
一
わ
珪
肺
現
γ
既
に
平
城
宮
出
土
木
簡
に
み
え
(
宮
三
三

0
0六
)
、
ま
た
石
上
宅
嗣
が
長
官
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
西
大
寺
旧
境

内
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
(
奈
良
市
教
育
委
員

会
『
西
大
寺
旧
境
内
発
掘
調
査
報
告
書
一
』
二

O
一
三
年
)
。
東
内
の
造
営
は

神
護
景
雲
元
年
(
七
六
七
)
末
か
ら
同
三
年
初
め
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
削
屑
は
「
内
」
が
重
な
っ
て
お
り
、
習
書
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
造

東
内
司
に
勤
務
し
た
役
人
の
勤
務
評
価
の
木
簡
の
一
部
と
考
え
て
お
く
。

86 

考
遺
木
簡
の
位
階
・
人
名
部
分
の
削
屠
4

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四
四
九
三
)

円
〕

〔
万
呂
ヵ
〕

口
口
口
口
「
初
位
額
四
台
麻
呂
」

O
九
一
型
式

人
名
と
み
ら
れ
る
記
載
が
連
記
さ
れ
て
お
り
、
習
書
の
可
能
性
も
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
勤
務
評
価
の
木
簡
の
一
部
と
み
て
お
く
。

87 

考
遅
木
簡
の
位
階
・
人
名
部
分
の
削
屠
5

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
四
四
三
六
八
)

従
七
位
下
在

O
九
一
型
式

88 

考
遅
木
簡
の
人
名
部
分
の
削
屠
2

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
五
七
五
五
一
二
)

〔
虫
麻
カ
〕

枇
益
口
口

O
九
一
型
式

ひ

と

か

は

ね

お

ぴ

と

ふ

ひ

と

て

ん

び

ょ

う

し

よ

う

ほ

う

さ

い

「
謹
ト
ラ
抑
噛
で
、
元
は
「
首
」
あ
る
い
は
「
申
じ
い
天
平
梅
宝
九
歳

(
U
天
平
宝
字
元
年
〈
七
五
七
〉
)
に
聖
武
天
皇
の
詩
で
あ
る
首
と
、
藤

&

O

K

 

原
不
比
等
の
名
を
避
け
る
た
め
、
姓
の
首
・
史
を
「
耽
登
」
に
改
め
た
ら
し



5

し

ょ

〈

に

ほ

ん

ぎ

ほ

う

き

い
(
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
〈
七
七

O
〉
九
月
壬
戊
〈
三
日
〉
条
)
。
し

か
し
、
実
例
に
よ
る
限
り
、
そ
の
後
も
首
・
史
を
称
し
続
け
る
例
も
多
く
、

実
際
に
「
枇
登
」
に
改
め
ら
れ
た
の
は
天
平
宝
字
五
年
(
七
六
二
前
後
と

も
い
わ
れ
る
。
日
開

(
E
期
展
示
)
に
も
類
例
が
あ
る
。

89 

考
還
木
簡
の
人
名
・
年
齢
・
本
買
地
部
分
の
削
屑
2

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
四
O
O八
)

口〔
口川
口背
造力
豆〕

カロ
比

近年〔
江口-HIf"
園口四

犬ロ ヵ

上口
11 

O
九
一
型
式

お

う

み

い

ぬ

か

み

近
江
国
犬
上
郡
は
、
今
伊
鳴
門
調
謀
議
拍
幡
市
と
犬
上
郡
甲
良
町
・
捗
噴
町
・

豊
郷
町
に
わ
た
る
地
域
。
「
川
背
造
豆
加
比
」
の
う
ち
、
「
造
」
は
止
し
せ
山
恒

刷
枇
↑
こ
が
名
。
長
屋
王
家
木
簡
に
、
近
江
国
犬
上
郡
に
本
貫
を
も
っ
川
背
舎

人
造
氏
の
事
例
が
あ
る
(
『
平
城
京
木
簡
』
一
|
七
一
な
ど
)
。

90 

考
還
木
簡
の
人
名
・
年
齢
部
分
の
削
屠
1

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
六
九
一
九
)

口
年
サ
ム
ハ

O
九
一
型
式

91 

考
還
木
簡
の
人
名
・
年
齢
部
分
の
削
屠
2

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四
O
五
七
)

年
六
十

口
口

〔
麻
呂
カ
〕

O
九
一
型
式

92 

考
遅
木
簡
の
本
貫
地
部
分
の
削
屠
4

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
五
六
七
四
四
)

波
国
多
紀

O
九
一
型
式

た

ん

ぱ

た

き

「
丹
波
国
多
紀
郡
」
と
続
く
部
分
の
削
屑
で
あ
ろ
う
。
丹
波
国
多
紀
郡
は
、

今
の
兵
庫
県
篠
山
市
。

93 

考
選
木
簡
の
本
貫
地
部
分
の
削
屠
5

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四
O
O
三
)

口蔵
困

O
九
一
型
式

む
さ
し

「
武
蔵
国
」
と
続
く
部
分
の
削
屑
で
あ
ろ
う
。
武
蔵
国
は
、
今
の
東
京
都

と
埼
玉
県
、
及
び
神
奈
別
保
の
一
部
。
微
細
な
墨
痕
の
た
め
詳
細
は
不
詳
だ

が
、
勤
務
評
価
木
簡
の
本
貫
地
部
分
の
記
載
で
あ
れ
ば
、
左
行
に
墨
痕
は
来

な
い
の
が
普
通
な
の
で
、
勤
務
評
価
木
簡
の
削
屑
で
は
な
い
可
能
性
も
否
定

は
で
き
な
い
。

94 

考
遅
木
簡
の
上
回
数
部
分
の
削
暦
3

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
三
九

O
八
)
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〔
百
方
〕

上
回
二
口

O
九
一
型
式

95 

考
課
木
簡
の
前
年
評
価
部
分
の
削
屠
3

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
六
四
四
六
)

去
不

O
九
一
型
式

き
ょ
ふ

「
去
不
」
は
、
去
年
は
勤
務
日
数
が
不
足
す
る
な
ど
し
て
評
価
の
対
象
と

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

96 

考
課
木
簡
の
前
年
評
価
と
位
階
部
分
の
削
屠
2

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
三
人
二
九
)

会

中

〔

上

方

〕

従
八
位
口

O
九
一
型
式

あ
ハ「

ぶ去t
こ中?
と」

をは
耳て 、
す去

年
の
評
価
が

段
階
評
価

上

中

下

の
中
等
で

97 

考
課
木
簡
の
今
年
の
評
価
部
分
の
削
屠

3

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
三
人
二
五
)

〔
上
方
〕

今
日

O
九
一
型
式

あ
る Xぃ
~寸ま

E上;
を」

示は
す
。今

年
の
評
価
が

段
階
評
価

上

中

下

の
上
等
で

98 

選
叙
木
簡
の
考
の
年
数
・
上
回
数
部
分
の
削
暦

3

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
六
二
三
一
二
)

四
考
回
一
千
七
十
二

円
U

O
九
一
型
式

選
叙
の
期
限
内
の
出
勤
日
数
の
合
計
を
記
し
た
部
分
の
削
屑
。
「
考
」
の

「
四
」
は
選
叙
の
対
象
と
な
る
年
数
で
「
四
考
」
は
四
年
分
を
示
し
、
「
日
」

以
下
の
数
字
は
そ
の
聞
の
出
勤
回
数
の
合
計
。

99 

還
叙
木
簡
の
考
の
年
数
部
分
の
削
屠

2

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
四
三
七
七
五
)

五
考
口

O
九
一
型
式

1∞ 
選
叙
木
簡
の
上
回
数
部
分
の
削
暦
3

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
六
五
一

O
)

口
町
一
千
二
百
口

O
九
一
型
式

101 

選
叙
木
簡
の
考
の
内
訳
部
分
の
削
屠

3

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
六
二
四
七
)



7

口
四
上
等

O
九
一
型
式

選
叙
の
期
限
内
の
評
価
の
内
訳
を
記
す
部
分
の
削
屑
。
上
等
騨
畑
任
四
年

分
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
六
年
で
選
叙
の
評
価
を
受
け
る
内
分
番
(
中

央
の
非
常
勤
の
役
人
)
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
残
り
の
二
年
度
分
の
結
果
が
左

行
に
「
二
中
等
」
、
あ
る
い
は
二
中
等
/
一
下
等
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。

102 

還
叙
木
簡
の
昇
進
位
階
部
分
の
削
屠
2

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
六
二
七
八
)

〔
外
力
〕

口
今
投
口

O
九
一
型
式

い
ま
会
ず
〈

「
今
授
」
は
選
叙
の
評
価
に
よ
る
叙
位
の
結
果
を
示
す
。
木
簡
中
程
に
書

か
れ
る
場
合
は
、
木
簡
上
端
の
余
白
に
書
か
れ
る
場
合
(
聞
な
ど
)
と
は
異

な
り
、
「
位
」
を
省
か
ず
、
上
に
「
今
授
」
を
伴
う
(
宮
五
六
一
一
七
一
な
ど
)
。

103 

還
叙
木
簡
の
本
貫
地
・
昇
進
位
階
部
分
削
屠
2

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
三
七
九
二

〔
今
技
力
〕

口
口

白
人

〔
郡
力
〕

O
九
一
型
式

ほ
ん
が
ん

「
口
〔
郡
カ
〕
人
」
は
本
頁
地
記
載
の
末
尾
。
右
側
に
は
年
齢
が
書
か
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
本
貫
地
の
園
郡
名
や
左
・
右
京
の
あ
と
に
「
人
」
を

書
く
の
は
、
類
例
か
ら
み
る
と
、
選
叙
の
木
簡
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

104 

遅
叙
木
簡
の
本
貫
地
部
分
の
削
暦
4

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
五
|
六
五
三
八
)

方
京
人

O
九
一
型
式

105 

運
叙
木
簡
の
本
貫
地
部
分
の
削
屠
5

竺
=
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
五
|
六
七
五
九
)

口
国
名
草
郡
人

O
九
一
型
式

「
紀
伊
国
名
草
郡
」
と
み
ら
れ
る
削
屑
。
紀
伊
国
名
草
郡
は
、

山
県
和
歌
山
市
の
大
部
分
と
海
南
市
の
一
部
。

今
の
和
歌

106 

選
叙
木
簡
の
昇
進
位
階
(
略
式
)
部
分
の
削
屠
4

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
六
二
九
二

今
正
六
下

〔
五
カ
〕

口

O
九
一
型
式

い

ま

し

き

う

ろ

〈

げ

い

ま

さ

ず

〈

上
端
と
左
辺
は
木
簡
の
原
形
を
留
め
る
。
「
今
正
六
下
」
は
、
「
今
厚
担

任
加
位
下
」
の
略
で
、
今
年
年
限
を
満
た
し
て
位
階
昇
進
の
対
象
と
な
り
(
成

選
)
、
正
六
位
下
を
授
け
る
の
意
。
選
叙
の
評
価
に
よ
る
叙
位
の
結
果
を
勤

務
評
価
木
簡
の
上
端
に
記
入
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
に
「
授
」
と
「
位
」

を
略
し
た
書
式
が
用
い
ら
れ
る
ロ



千七十二 日一 考 四9
8

五考9
9

日一千二百

1
0
0

四上等

1
0
1

今授外1
0
2

郡人今授1
0
3

右京人1
0
4

国名草郡人1
0
5

今正六下

五

1
0
6

今少上1
0
7

叙位の結果官職位階姓名年齢
本貫地
考の年数通算出勤日数考の内訳

官職位階姓名

年齢
本貫地＋「人」叙位の結果

（略式）

野守
年五十二

山背国相楽郡

8
2

資人留

8
3

右大舎人8
4

造東内内司8
5

従七位下在

8
7

毗登虫麻8
8

背 川造豆加比

年卌四

近江国犬上

8
9

年廿六9
0

麻呂
年六十9
1

波国多紀
92

蔵国9
3

9
4

上日二百 去不9
5

去中
従八位上

9
6

今上9
7

前年の評価

今年の評価

官職位階姓名年齢
本貫地出勤日数

選叙木簡１

選叙木簡２

Ⅱ
章
の
削
屑
が
考
選
木
簡
の
ど
の
部
分
に
あ
た
る
か
、
模
式
的
に
示
し
た
。

な
お
、
官

職
・
位

階
・

姓
名
・
年

齢
・
本

貫
地

の
五

項
目

は
、
個

人
カ

ー
ド

と
し

て
の

勤
務

評
価

の
木

簡
に

共
通

す
る

記
載

事
項

で
あ

る
た

め
、
こ

の
部

分
の

み
で

は
考

課
・
選

叙
い

ず
れ

の
木

簡
の

削
屑

か
は

判
断

で
き

な
い

が
、

便
宜
上
、
考
課
木
簡
と
し
て
示
し
た
。

考課木簡

8
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107 

還
叙
木
簡
の
昇
進
位
階
(
略
式
)
部
分
の
削
屠
5

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
六
三
三
三
)

今
少
よ

O
九
一
型
式

四
周
と
も
木
簡
の
原
形
を
留
め
て
は
い
な
い
が
、
附
と
同
様
に
新
位
階
を

略
式
で
記
す
の
で
、
選
叙
木
簡
の
上
端
左
よ
り
の
部
分
の
削
屑
と
み
ら
れ
る
。

「
今
少
上
」
は
、
「
今
津
抄
抑
位
上
」
の
略
で
、
今
年
年
限
を
満
た
し
て
位
階

昇
進
の
対
象
と
な
り
(
成
選
)
、
少
初
位
上
を
授
け
る
の
意
。
少
初
位
上
は
、

コ一

O
階
あ
る
位
階
の
下
か
ら
二
番
目
。

108 

特
別
の
叙
位
に
闘
わ
る
削
屑
3

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
三
七
七
二

〔
叙
カ
〕

進
七
階
口

O
九
一
型
式

理
由
は
不
詳
だ
が
、
七
階
級
特
進
の
叙
位
に
預
か
っ
た
こ
と
を
示
す
記
載

て
ん
び
ょ
う

が
残
る
削
屑
。
下
級
役
人
の
特
別
の
叙
位
と
し
て
は
、
天
平
一
二
(
七
四

九
)
年
四
月
)
日
に
、
従
七
位
上
か
ら
六
階
級
昇
進
し
て
正
六
位
上
に
な
っ

さ
え
舎
の

L
Eみ
し

さ

ん

ぎ

た
佐
伯
今
毛
人
(
の
ち
造
東
大
寺
司
長
官
な
ど
を
経
て
参
議
に
ま
で
昇
る
)

の
例
(
『
大
日
本
古
文
書
』
(
編
年
)
二
五
、
八
八
頁
)
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

109 

『
省
符
」
と
年
紀
の
書
か
れ
た
削
屠
3

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四
一
四
四
)

符

〔
三
ヵ
〕

「
景
品
芸
口
年
十
月
五
日
」

O
九
一
型
式

「
符
」
の
上
に
は
、
類
例
か
ら
み
る
と
、
「
省
」
の
文
字
が
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
「
省
符
」
(
式
部
省
符
)
と
同
じ
日
付
の
組
み
合
わ
せ
の
削
屑
が
複
数

あ
り
、
何
ら
か
の
勤
務
評
価
の
木
簡
の
一
部
と
み
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
喜

』
げ
い
う
ん

式
は
不
詳
。
「
景
雲
三
年
」
は
神
護
景
雲
三
年
(
七
六
九
)
の
こ
と
。

110 

特
別
の
叙
位
に
関
わ
る
削
屑
4

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
六
二
一
一
九
)

〔
投
カ
〕

年
特
口

O
九
一
型
式

1
 

1
 

1
 
式
部
省
で
使
わ
れ
た
横
材
の
削
屠
5

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
四
二
六
八
)

S 
4時
口口

〔ゐ母;!>rJ 
?挙

O
九
一
型
式

112 

式
部
省
で
使
わ
れ
た
横
材
の
削
屠
6

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四
八
一
七
)

〔母キ〕
口

口口

口口

ロロ
口口

O
九
一
型
式
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E 

式
部
省
木
簡
の
広
が
り

大
学
寮
解

直
講
正
八
位
よ
濃
宜
公
水
通

中
宿
直
官
人
事

天
平
宥
字
八
年
口
月
十
一
日

〔
九
ヵ
〕

長
さ
二
四
一
皿
・
幅
三
ゴ
一
皿
・
厚
さ
三
回

O
一
一
型
式

簡
。
大
学
寮
は
、
役
人
の
養
成
機
関
で
あ
る
大
学
を
管
轄
す
る
役
所。

京
内

の
左
京
=
一
条
一
坊
(
ま
た
は
右
京
三
条
一
坊
)
に
あ
っ
北
花
拷
え
ら
れ
て
い

る
。
宿
直
は
、
夜
勤
(
宿
)
と
日
用
よ
れ
暗
む
か
ん
の
総
所

γ官
講
は
、
博
士

・

助
教
を
補
佐
す
る
大
学
寮
の
教
官
。
令
外
官
で
、
天
平
二
年

(七
三
O
)

に
四
人
を
置
い
た
の
に
始
ま
る
。
!

'

の

曹

の

き

み

み

ず

み

も

し

よ

う

じ

よ

う

L
h
鴻
誼
公
水
通
」
は
後
に
大
学
少
允
(
昂
三
噂
惜
)
曹
に
閣
は
謹
ル
い
ん
さ
ら

に
信
濃
介
に
転
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
(
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年

〈

比

玖

仏

戸

、

月

壬

申

朔

〈

一

日

〉

条

)

。

ふ

じ

わら
のな
かま

ろ
天
戸
程
浮
汎
年
は
七
六
四
年
で
、
え
た
吻
点
初
切
月
十
一
日
は
藤
原
仲
麻

日
(
恵
美
押
勝
)
の
乱
が
勃
発
し
、
駅
鈴
と
内
印
を
め
ぐ
る
争
奪
戦
が
あ

っ

た
当
日
で
あ
る
。
そ
う
し
た
緊
張
し
た
政
情
を
背
景
に
考
え
る
と
、

こ
の
木

簡
に
も
、
ま
た
違
っ
た
側
面
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

143 

大
学
寮
か
ら
宿
直
担
当
者
を
報
告
す
る
木
簡
3

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
三
七
五
三
)

だ

い

が

〈

り

ょ

う

し

き

ぷ

し

よ

う

大
学
寮
が
上
級
官
司
の
式
部
省
に
対
し
、

宿
直
担
当
者
を
報
告
し
た
木

144 

散
位
寮
か
ら
宿
直
担
当
者
を
報
告
す
る
木
簡
3

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
一
一
一七
五
六
)

下

犬

(

表

)

大

属

正

六

位

勲

六

等

県

養

宿

祢

散
位
寮
解
・
・
・
宿
直
官
人
事

「注羽人」

(
裏
)
散
位
寮
解
・
・
・
中
宿
直
官
人
事

〔
属
ヵ
〕

U
口
円

〔
勲
ヵ
〕
〔
a
尽
力
〕
〔
宿
祢
ヵ
〕

U
口
門

U
口
円

U
口
口
「
口
口
」

〔
清
人
ヵ
〕

神
護
景
雲
四
年
六
月
八
日

長
さ
(
四
九
十
一
八
七
)
皿
・
幅
(
一
九
)
皿
・
厚
さ
二
皿

O
八一

型
式

さ

ん

に

り

ょ

う

し

き

S
し
よ
う

散
位
寮
が
上
級
官
司
の
式
部
省
に
対
し
て
宿
直
担
当
者
を
報
告
し
た
木

簡
。
宿
直
に
つ
い
て
は
間
な
ど
参
照
。
散
位
寮
は
、
散
位
(
位
階
を
持
ち
な

が
ら
特
定
の
官
職
に
就
い
て
い
な
い
役
人
)
を
管
轄
す
る
役
所
で
、
本
寮
に

詰
め
る
六
位
以
下
の
散
位
た
ち
の
勤
務
差
配
な
ど
を
行
っ
た
(
な
お
、
「
散
位
」

は
素
直
に
音
読
み
す
る
と
「
さ
ん
い
」
と
な
る
が
、
慣
習
的
に
「
さ
ん
に
」

と
読
む
こ
と
が
多
い
。
ち
な
み
に
、
位
階
の
ひ
と
つ
コ
ニ
位
」
は
「
さ
ん
み
」

じ

ん

ご

け

い

う

ん

し

よ

う
と
〈

と
読
む
)
。
神
護
景
雲
四
年
は
七
七

O
年
で
、
八
月
四
日
に
称
湘
一吠
皇
が
崩

御
し
、
そ
の
後
の
光
仁
天
皇
の
即
位
に
伴
い
、
一

O
月

一
日
に
宝
亀
と
改
元

さ
れ
た
。

材
は
反
対
面
の
文
字
が
透
け
て
見
え
る
ほ
ど
薄
く
、
現
状
で
は
王
片
に
分

か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
削
屑
と
同
様
に
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
に
封
1
V
ん
打
保

管
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
薄
い
板
材
と
し
て
は
、
不
用
に
な
っ
た
槍
扇
に
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か
な
め

墨
書
し
て
い
る
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
要
の
孔
な
ど
槍
扇

に
特
有
の
加
工
は
な
く
断
定
は
で
き
な
い
。
今
回
展
示
す
る
東
西
溝
S
D
四

一
O
O出
土
の
式
部
省
へ
の
宿
直
報
告
木
簡
に
は
厚
さ
の
薄
い
も
の
が
多
い

(
川
、
川
〈
I
期
展
示
〉
、
閣
〈
E
期

展

示

〉

一

円

市

〈
I
期
展
示
〉
、

旧
叩
:
二
皿

o
m
〈E
期
展
示
〉
、
同
:
士
一
皿
。
四
五
期
展
示
〉
・
:
五

皿
。
す
な
わ
ち
、
九
点
中
三
皿
以
下
の
も
の
が
六
点
を
占
め
る
)
ロ
あ
る
い
は

こ
れ
も
何
度
も
削
っ
て
再
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

表
裏
と
も
同
一
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
表
面
の

「
下
」
や
「
犬
」
は
書
き
落
と
し
た
も
の
を
行
の
右
側
に
追
記
し
て
い
る
よ

う
で
あ
り
、
ま
ず
表
面
を
記
し
た
の
ち
、
脱
字
に
気
づ
い
て
裏
面
に
改
め
て

書
き
直
し
た
、
な
ど
と
い
っ
た
場
面
も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

に
考
え
る
と
、
表
裏
と
も
「
清
人
」
の
三
文
字
が
自
署
(
自
筆
の
サ
イ
ン
)

風
な
の
が
や
や
説
明
し
に
く
い
か
も
知
れ
な
い
。
自
署
し
た
あ
と
で
脱
字
に

気
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

145 

宿
車
担
当
者
を
報
告
す
る
木
簡
の
断
片
2

(
三
二
次
補
、
S
D
四
一

O
O出
土
。
宮
四
三
七
五
九
)

裏表

U 
宿

神直
護官
景人
雲事
四大
円属

円
長
さ
(
七
五
)
皿
・
幅
(
一
一
)
皿
・
厚
さ
二
回

O
八
一
型
式

し
き
ぷ
し
よ
う

小
さ
な
断
片
だ
が
、
他
の
類
例
か
ら
、
式
部
省
が
管
轄
し
た
役
所
か
ら

式
部
省
宛
て
に
出
さ
れ
た
宿
直
担
当
者
を
報
告
す
片
山
吠
書
木
簡
の
一
部
と
み

ら
れ
る
。
式
部
省
の
管
下
に
あ
っ
た
の
は
大
学
・
散
位
の
滴
寮
の
み
で
〔
文

学
寮
に
つ
い
て
は
叩
散
位
寮
に
つ
い
て
は
叫
を
参
照
)
、
九
勝
は
眠
・
出
町

の
崩
咽
噂
措
で
あ
る
か
ら
、
差
し
出
し
は
そ
の
い
却
炉
河
川
も
矛
盾
は
な
い
。

神
護
景
謹
畑
年
は
七
七

O
年
で
、
八
月
四
日
に
#
門
戸
天
皇
が
崩
御
し
、

そ
の
後
の
光
仁
天
皇
の
即
位
に
伴
い
、
一

O
月
一
日
に
宝
亀
と
改
元
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
四
字
年
号
が
用
い
ら
れ
た
最
後
の
年
で
あ
る
。

左
右
両
辺
と
も
欠
失
し
て
い
る
た
め
、
文
字
は
い
ず
れ
も
半
分
な
い
し
そ

れ
以
下
し
か
残
ら
な
い
。
特
に
、
表
面
の
「
大
属
」
や
裏
面
の
「
神
護
景
雲

四
」
は
:
:
:
同
・
糊
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
ぜ
ひ
判
読
に
挑
戦
し
て
み

て
い
た
だ
き
た
い
。

146 

練
労
銭
(
資
銭
)
の
付
札
7

(
二
=
一
次
補
、

S
D
四
一

O
O出
土
。
宮
六
九

O
五
九
)

(
表
)
位
子
山
辺
君
忍
熊
本
貝
銭
五
百
文「

勘
瓶
原
泉
人
」

神
亀
五
年
九
月
七
日長

さ
一
六
一
皿
・
幅
二
O
皿
・
厚
さ
四
皿

裏

O
三
二
型
式

や

ま

ペ

の

き

み

お

し

〈

ま

し

せ

ん

し

ょ

〈

ろ

う

せ

ん

山
辺
君
忍
熊
が
納
め
た
資
銭
の
付
札
。
資
銭
は
続
労
銭
と
も
い
い
、
特

定
の
官
職
に
就
い
て
い
な
い
者
が
そ
の
年
の
勤
務
評
価
を
受
け
る
資
格
を
得

る
た
め
、
勤
務
す
る
代
わ
り
に
納
め
る
銭
の
こ
と
(
制
渡
吃
の
も
の
を
指
す

場
合
も
あ
る
)
。
一
年
玉

O
O文
が
定
額
で
あ
っ
た
1

位
子
は
六
位
か
ら
八

ち

ゃ

く

し

し

よ

し

位
ま
付
切
役
人
の
嫡
子
を
指
す
が
、
実
際
に
は
庶
子
を
含
む
場
合
も
あ
っ

た
。
神
亀
戸
評
料
些
ま
玩
年
。

裏
面
の
瓶
原
東
人
は
収
納
を
担
当
し
た
式
部
省
の
役
人
で
、
川
(
I

期
展
示
)
に
も
見
え
る
。
「
瓶
」
は
「
義
」
の
異
体
字
「
戎
」
を
用
い
て
い

る
が
、
「
塾
原
」
姓
の
事
例
は
な
く
、
「
瓶
」
ど
判
断
し
て
い
る
。
「
勘
瓶
原

け
ん
き
ょ
う

東
人
」
部
分
は
他
と
は
筆
跡
が
異
な
り
、
検
校
(
チ
ェ
ッ
ク
)
を
終
え
た

際
に
追
記
さ
れ
た
東
人
の
自
署
(
自
筆
の
サ
イ
ン
)
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。墨

の
濃
淡
に
着
目
す
る
と
、
黒
々
と
し
た
墨
痕
が
徐
々
に
薄
く
な
り
、
「
五

百
文
」
か
ら
は
少
し
墨
が
濃
く
な
っ
て
い
る
。
「
位
子
」
か
ら
「
資
銭
」
ま

で
を
一
息
に
書
き
、
こ
こ
で
一
度
墨
を
つ
け
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

裏
面
の
「
神
亀
」
は
表
面
の
「
位
子
」
と
同
じ
く
ら
い
墨
が
濃
い
か
ら
、
表

面
か
ら
裏
面
に
移
る
際
に
も
う
一
度
墨
を
つ
け
直
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

文
字
は
よ
く
整
い
読
み
や
す
く
、
ま
た
表
裏
と
も
下
端
ま
で
の
ス
ペ
ー
ス
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を
意
識
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
割
り
付
け
ら
れ
て
い
る
ロ
特
に
表
面
は
き
ち
ん

と
切
り
込
み
の
下
か
ら
書
き
始
め
て
お
り
、
こ
れ
な
ら
紐
を
掛
け
て
も
文
字

が
隠
れ
る
心
配
は
な
い
。
四
周
も
し
っ
か
り
削
り
整
え
ら
れ
、
上
端
の
切
り

込
み
は
形
や
大
き
さ
、
位
置
と
も
左
右
で
ほ
ぼ
対
称
。
全
体
に
丁
寧
な
作
り

が
目
を
引
く
付
札
で
あ
る
。

147 

続
労
舗
の
付
札
8

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
六
九
O
六
O
)

(
表
)
尤
位
笠
取
直
龍
銭
五
百
文

(
裏
)
神
亀
五
年
十
月
一
日
「
勘
物
部
口
足
」

長
さ
一
七
四
皿
・
幅
二
二
皿
・
厚
さ
四
皿

O
三
二
型
式

か
さ
と
り
の
た
つ

笠
取
龍
が
納
め
た
銭
拘
鮒
凱
。
税
目
な
ど
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
類

例
中
挫
額
か
ら
み
て
、
続
労
銭
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
続
労
銭

は
資
銭
と
も
い
い
、
定
員
オ
ー
バ
ー
で
官
職
に
端
初
唯
か
h
吃
六
位
以
下
の

役
人
や
位
子
(
六
位
か
ら
八
位
ま
で
の
役
人
の
嫡
子
。
庶
子
を
含
む
場
合

も
あ
る
)
な
ど
が
納
め
る
銭
の
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
位
階
昇
進
判
定
の
対
象

と
な
る
資
格
(
考
)
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
、
文
字
ど
お
り
「
労
」
を
「
続
」

ぐ
た
め
の
「
銭
」
で
あ
っ
た
。

-

ん

き

も

の

の

ペ

裏
面
の
神
亀
五
年
は
七
二
八
年
。
「
勘
」
は
検
収
の
意
味
で
、
物
部
某
は

こ
の
続
労
銭
の
検
収
担
当
者
。
「
勘
物
部
口
足
」
の
部
分
は
銭
の
収
納
に
際
し

て
相
王
者
自
身
が
追
記
し
た
自
署
(
確
認
の
サ
イ
ン
)
。

E

E
L
V
 

〔
涜
位
」
(
「
元
」
は
「
無
」
の
異
体
字
)
と
あ
る
か
ら
、
初
め
て
の
叙
位

1治
に
与
る
前
に
、
笠
取
龍
は
何
ら
か
の
事
情
で
職
を
解
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
叩
が
使
用
さ
れ
た
時
点
で
龍
は
無
位
無
官
だ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
銭
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
下
級
役

人
の
苦
労
を
雄
弁
に
物
語
る
木
簡
で
あ
尚
一
し

と
こ
ろ
で
、
古
代
に
は
生
ま
れ
年
の
干
支
(
十
二
支
)
に
因
ん
だ
名
前
が

つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
笠
取
龍
も
、
あ
る
い
は
辰
年
生
ま
れ

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
神
亀
五
年
は
奇
し
く
も
辰
年
.

(
戊
辰
年
)
の
た
め
、
こ
の
年
、
龍
は
今
で
言
う
年
男
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

け
も
う
ん

位
階
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
、
慶
雲
元
年
(
七

O
四
、
甲
辰
年
)
生
ま
れ
の

二
四
歳
(
数
え
二
五
歳
)
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、

今
は
無
職
で
も
将
来
の
出
世
に
希
望
を
抱
き
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
続
労
銭

を
納
め
る
若
者
の
姿
を
想
い
描
く
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

も
し
も
そ
れ
以
前
の
辰
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
:
・
い
つ
の
時
代

も
、
小
役
人
に
都
会
の
風
は
冷
た
い
。
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続
労
銭
の
付
札
9

会
=
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
六
|
九

O
六
二

(
表
)
位
子
雀
部
朝
臣
道
奥
銭
伍
何
文

(
裏
)
「
泰
筆
」

長
さ
一
七
五
皿
・
幅
二
五
皿
・
厚
さ
四
皿

O
三
二
型
式

き
書
き
ペ
の
み
ち
の
〈

雀
部
道
奥
が
納
め
た
銭
抑
抑
乱
。
税
目
な
ど
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

類
例
や
金
額
か
ら
み
て
、
続
労
銭
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
続
労

銭
や
勧
乎
に
つ
い
て
は
四
・
叩
参
照
。
て
ん
び
ょ
う
し
よ
う
ほ
う

措
嚇
埴
視
指
諸
措
瞳
し
視
正
弘
通
き
、
天
平
勝
宝
六
年
(
七
五
四
)
二
月

の
舎
人
井
雑
工
等
よ
知
連
帯
に
見
え
る
(
『
大
旦
震
壁
(
輔
年
)

二
五
、
二
ハ
一
頁
)
。
戸
平
宝
字
八
年
(
七
六
四
)
の
藤
原
仲
麻
呂
の
乱

の
際
の
功
績
に
詩
句

γ世
宗
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
昇
っ
て
貴
族
の
紳
澗
片
山

り
を
果
た
し
(
『
続
日
本
紀
』
同
年
十
月
庚
牛
〈
七
日
〉
条
)
、
さ
ら
に
常
陸
介

(
次
官

)ι
挺
炉
も
れ
て
い
る
(
『
続
日
本
紀
』
同
月
辛
卯
〈
二
凶
1
〉
条
)
。

裏
面
の
秦
筆
は
収
納
を
担
当
し
た
式
部
省
側
の
責
任
者
。
山

(
I
期
展

示
)
に
も
見
え
る
が
、
川
と
は
異
な
り
「
筆
」
は
通
常
の
字
体
で
書
か
れ
る
。

下
端
は
、
か
な
り
鈍
角
な
が
ら
両
辺
か
ら
削
り
込
ん
で
尖
ら
せ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
型
式
番
号
は

O
三
三
(
上
下
両
端
の
い
ず
れ
か
に
切
り
込

み
を
も
ち
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
)
と
さ
れ
て
も
良
さ
そ
う
だ
が
、
角
度



13

の
緩
さ
や
実
用
性
が
認
め
が
た
い
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は

O
三
二
型
式
(
上

下
両
端
い
ず
れ
か
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
)
に
分
類
し
て
い
る
。
一
方
、

上
下
両
端
と
も
約
九

O
度
の
山
形
に
整
形
す
る
間

(
E
期
展
示
)
に
は
、

O

コ
一
三
の
型
式
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
型
式
番
号
設
定
の
難
し
さ
を
示
す

事
例
で
あ
る
。
ち
な
み
に
川

(
I
期
展
示
)
は
、
切
り
込
み
が
あ
る
上
端
の

み
が
約
一
三
五
度
の
山
形
に
整
形
さ
れ
て
い
る
。
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式
部
省
で
使
わ
れ
た
題
鍍
軸
7

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
三
七
六

O
)

(
表
)
奇
人
放
出

(
裏
)
宥
字
八
年

口
長
さ
(
二
四
二
〉
皿
・
幅
二
一
三
皿
・
厚
さ
五
皿

O
六
一
型
式

だ
い
せ
ん
じ
〈

軸
部
の
下
半
を
欠
損
し
た
題
畿
軸
。
題
畿
部
の
長
さ
は
七
四
円
題
簸
軸

は
紙
の
文
書
を
巻
き
付
け
て
巻
物
に
仕
立
て
る
た
め
の
軸
の
一
種
で
、
細
長

い
軸
部
の
上
方
に
幅
広
の
部
分
(
題
畿
部
)
を
作
り
出
し
、
そ
こ
に
文
書
の

タ
イ
ト
ル
な
ど
を
記
し
て
お
く
も
の
。
題
銃
部
は
い
わ
ば
現
在
の
書
籍
の
背

表
紙
に
当
た
り
、
こ
れ
を
使
え
ば
、
一
々
巻
物
を
開
か
な
く
て
も
文
書
の
内

容
が
わ
か
崎
潤
れ
も
の
で
あ
る
。

表
面
の
資
人
は
、
位
階
や
官
職
に
応
じ
て
貴
族
に
あ
て
が
わ
れ
る
公
的
な

従
者
の
こ
と
で
、
和
訓
は
「
と
ね
り
」
。
「
放
出
」
は
、
本
主

(
H
資
人
が
配

属
さ
れ
た
貴
族
)
の
死
去
な
ど
に
よ
り
資
人
の
身
分
を
失
う
こ
と
、
あ
る
い

は
失
っ
た
者
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
闘
に
巻
か
れ
た
文
書
と
し
て
は
資
人

の
放
出
に
関
わ
る
基
礎
資
料
群
、
あ
る
い
は
放
出
と
な
っ
た
資
人
の
歴
名
(
リ

ス
ト
)
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

tぴ
ょ
う
ほ
う
じ

裏
面
は
、
今
回
新
た
に
文
字
を
確
認
し
北

U
L靖
h
F
A年
」
ゐ
訣
し
評
宝
字

八
年
の
こ
と
で
、
七
六
四
年
。
い
わ
ゆ
る
藤
原
仲
麻
呂
(
恵
美
押
勝
)
の

乱
が
勃
発
し
た
年
で
あ
る
。
仲
麻
呂
の
敗
死
、
ま
た
連
座
し
た
高
官
た
ち
の

処
分
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
年
は
例
年
以
上
に
「
放
出
」
と
な
る
資
人
が
多
か

っ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
閣
に

巻
か
れ
た
帳
簿
も
必
要
と
さ
れ
、
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

表
面
の
墨
痕
は
黒
々
と
鮮
や
か
な
の
に
対
し
、
裏
面
の
文
字
は
ほ
と
ん
ど

見
え
ず
、
ま
た
表
裏
で
木
肌
の
色
合
い
も
異
な
る
。
土
中
で
現
状
で
の
表
面

が
下
に
な
っ
て
埋
も
れ
、
そ
ち
ら
の
面
だ
け
が
泥
に
ぴ
っ
た
り
と
密
着
し
保

護
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
表
裏
で
遺
存
状
態
に
差
が
生
じ
た
、
と
い
っ
た
可
能

性
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

表
面
の
「
人
」
と
「
放
」
は
、
立
派
な
右
払
い
が
日
を
引
く
。
木
簡
に
喜

か
れ
る
文
字
は
払
い
の
押
さ
え
が
弱
い
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ほ
ど
し
っ
か
り

押
さ
え
を
効
か
せ
た
右
払
い
は
や
や
珍
し
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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式
部
省
で
使
わ
れ
た
題
範
軸
8

(
三
一
一
次
補
、

s
D四一
O
O出
土
。
官
五
|
六
一
六
五
)

(
表
)
諸
司
移

(
裏
)
神
護
景
雲

三
年

長
さ
=
一
八
九
四
・
幅
二
六
皿
・
厚
さ
九
皿

O
六
一
型
式

さ
ま
ざ
ま
な
役
所
か
ら
式
部
省
に
送
ら
れ
て
き
た
文
書
を
貼
り
継
い
で
巻

だ
L
V
唱

λ
ロ
〈

物
と
し
た
も
の
の
題
畿
軸
。
軸
が
折
れ
て
題
集
部
の
み
残
る
も
の
が
多
い
が
、

閣
は
完
形
で
残
っ
て
い
る
。
上
端
の
厚
さ
は
五
皿
で
、
下
へ
行
く
ほ
ど
厚
く

な
る
。
上
端
の
角
を
落
と
し
た
丁
寧
な
作
り
。
題
畿
部
の
長
さ
は
四
八
回
、

軸
部
分
の
幅
は
一

O
皿。

「
移
」
は
、
統
属
関
係
に
な
い
同
格
の
役
所
伊
調
印
い
伊
や
り
と
り
に
用
い
る

文
書
の
様
式
。
文
書
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。
神
護
景
雲
=
一
年
は
よ
六
九
年
。

な
お
、
相
じ
東
西
溝
S

D
四一

0
0か
ら
は
、
表
面
に
「
諸
司
解
」
、
壊
簡

に
「
諸
司
移
」
と
書
ゆ
れ
た
題
畿
軸
(
叩
〈
I
期
展
一
応
)
や
、
「
諸
家
井

/
諸
司
口
口
〔
移
牒
カ
〕
」
と
書
か
れ
た
題
畿
軸
(
ゆ
〈
E
期
展
示
〉
)
も

見
つ
か
っ
て
い
る
。
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式
部
省
で
使
わ
れ
た
題
隼
軸
9

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
六
一
七
二
一
)

(
表
)
史
生
省
掌

神
護
景
品
寄
元
年

(
裏
)
史
生
省
掌

神
護
景
品
審
元
年

長
さ
(
六
七
)
皿
・
幅
三
O
皿
・
厚
さ
一

O
皿

O
六
一
型
式

だ
い
せ
ん

下
端
が
折
れ
て
い
る
が
軸
部
分
が
二

O
皿
ほ
ど
残
る
。
題
畿
部
の
長
さ
は

四
人
皿
。
軸
部
は
角
を
落
と
し
て
円
柱
状
に
加
工
し
て
お
り
、
断
面
は
や
や

楕
円
形
。

し
し
よ
う

表
裏
と
も
同
祥
代
海
省
の
四
等
官
の
下
に
位
揮
寸
耐
戸
れ
る
役
人
、
史
生

(
書
記
官
)
と
省
掌
(
庶
務
担
当
)
に
関
す
る
神
護
景
雲
元
年
(
七
六
七
)

ょ
う
ろ
う
り
ょ
う

の
文
書
を
巻
き
付
け
た
軸
。
式
部
省
の
史
生
と
省
掌
で
あ
ろ
う
。
養
老
令

の
規
定
で
は
式
部
省
の
史
生
は
二

O
人
、
省
挙
は
二
人
。
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棒
軸
を
転
用
し
た
習
書
木
簡
2

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
六
|
八
五
一
八
)

口

渋
川
円

U
左
京

長
さ
二
八
一
皿
・
径
一
八
皿

O
六
一
型
式

ぼ
う
じ
〈

捲
好
の
構
噛
ロ
全
体
に
腐
蝕
が
著
し
い
。

渋
川
は
河
内
国
渋
川
郡
の
こ
と
か
。
側
面
に
は
こ
の
ほ
ゆ
批
出
文
字
と
し

て
は
判
読
で
き
な
い
多
数
の
墨
痕
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
習
書
と
み
ら
れ

る。
本
来
文
字
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
軸
木
口
に
は
、
現
状
で
は
墨
痕
は
全

く
残
ら
な
い
ロ

木
簡
を
よ
む

今
回
展
示
す
る
式
部
省
の
題
畿
軸
を
め
ぐ
っ
て

だ
い
せ
ん
じ
〈

今
年
の
展
示
で
は
、
各
期
三
点
ず
つ
題
畿
軸
を
出
陳
し
て
い
る
。
題
畿
軸
の
多
く

は
題
畿
部
の
み
、
ま
た
は
軸
部
を
わ
ず
か
に
残
す
状
態
で
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
(
I

期
展
示
川

1
問、

E
期
展
示
削
・
問
、

E
期
展
示
問
な
ど
て
題
畿
軸
は
基
本
的
に
巻

き
付
け
ら
れ
た
文
書
が
不
用
に
な
っ
て
捨
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は

文
書
廃
棄
の
際
の
作
法
と
し
て
、
意
図
的
に
題
畿
部
の
根
元
付
近
で
折
っ
て
捨
て
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
点
で
言
え
ば
同
は
、
完
形
品
で
あ
る
次
の
聞
と
と
も
に
、
や
や
例
外
的
な
出

土
例
と
言
え
る
ロ
川
町
の
残
存
軸
部
は
一
七
岨
弱
で
あ
り
、
古
代
の
紙
は
縦
二
七
岨
程

で
あ
る
の
が
一
般
的
な
た
め
、
糊
も
元
は
軸
部
が
あ
と
一

o
m以
上
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
閣
の
軸
部
の
長
さ
は
約
三
四
咽
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
参
考
に
す
る
と
、

閣
は
軸
部
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
あ
た
り
で
折
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

文
書
が
巻
か
れ
る
軸
部
に
は
墨
書
が
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
聞
の
軸

部
下
半
が
東
西
溝
S

D
四一

O
O
か
ら
出
土
し
て
い
て
も
木
簡
と
認
識
さ
れ
る
可
能

性
は
低
く
、
ま
し
て
接
続
に
気
づ
く
の
は
至
難
で
あ
ろ
う
。
木
簡
で
あ
り
木
製
品
で

も
あ
る
遺
物
の
分
類
・
調
査
の
難
し
さ
を
示
す
事
例
で
あ
る
。ぼう

巴
〈

な
お
、
類
似
の
機
能
を
呆
た
す
木
製
品
に
い
わ
ゆ
る
「
棒
軸
」
が
あ
る
。
こ
ち
ら

も
今
年
は
(
転
用
さ
れ
た
も
の
も
含
め
て
)
各
期
一

1
二
点
ず
つ
出
陳
し
て
い
る
(
E

期
展
示
即
な
ど
)
。
棒
軸
は
一
加
を
径
二
個
ほ
ど
の
き
れ
い
な
円
柱
状
に
丁
寧
に
削
り

出
す
必
要
が
あ
り
、
ま
た
木
口
へ
の
筆
記
も
き
わ
め
て
細
か
な
文
字
で
施
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
な
ど
、
題
畿
軸
に
比
べ
て
そ
の
製
作
に
は
圧
倒
的
に
手
聞
が
か
か
る
。

お
そ
ら
く
は
地
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
正
式
な
上
申
文
書
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
様
式

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
題
畿
軸
は
、
役
所
内
で
の
一
時
的
な
文
書
保
管
の
際
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
局
面
で
多
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
閣
は
、
軸
部
は
角
材
状
で
全
体
的
に
加

工
が
粗
く
、
ま
た
記
載
も
最
小
限
の
内
容
に
留
ま
る
。
あ
る
意
味
、
題
集
軸
ら
し
い

題
畿
軸
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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-
遠
江
国
進
上
雑
魚
勝
三
斤

長
さ
九
七
皿
・
幅
一
一
皿
・
厚
さ
三
皿

O
一
一
型
式

在
主

あ
る
賛
と
し
て
納
め
ら
れ
た
も
の
か
。

現
状
、
肉
眼
で
は
文
字
が
見
え
づ
ら
い
。
間

(
I
期
展
示
)

る
初
、
ぎ
に
向
山
内
満
州
川
数
量
を
含
め
て
片
面
に
収
め
て
い
る
い
ゅ
う
な
ん
を
も
っ

酔
沼
津
主
許
寮
式
上
遠
江
国
条
に
よ
れ
ば
、
遠
江
国
は
中
男
作
物
と
し
て

「
与
理
等
」
(
サ
ヨ
リ
)
の
膳
を
貢
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
コ
一斤
」
は
、

約
二

K。

と
同
文
で
あ

153 

遠
江
田
か
ら
の
雑
魚
脂
の
荷
札
2

(
一
ニ
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
玉
|
七
八
九
八
)

k
お

と

う

み

さ

と

き

た

い

遠
江
国
(
現
在
の
静
岡
県
西
部
)
か
ら
進
上
さ
れ
た
雑
魚
の
脂
(
干
物
)

の
荷
札
。
国
が
進
上
す
る
書
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
の
食
料
で

154 

因
幡
固
か
ら
の
海
藻
の
荷
札

(
二
=
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四
六
六
八
)

(
表
)
困
播
国
気
多
郡
勝
見
郷
中
男
神
部
直
勝
見
麻
呂
作
物
海
藻
大
御
勢
壱
範
六
斤
太

神
護
景
雲
四

(
裏
)

長
さ
四
O
八
皿
・
幅
一

一O
皿
・
厚
さ
五
皿

O
一
一型
式

い

な

ほ

紅

走

め

け

た

か

ち

み

因
幡
国
か
ら
の
費
の
海
藻
の
荷
札
。
幡
の
字
は
「
播
」
と
記
す
。
気
多
郡
勝
見

郷
は
今
の
鳥
取
県
鳥
取
市
気
高
町
と
鹿
野
町
。
海
藻
は
ワ
カ
メ
。
因
幡
国
の

海
藻
の
荷
札
に
は
三

O
岨
詳
婦
、
え
る
細
兵
が
占
有
を
用
い
る
木
簡
が
多
い
。

費
は
木
簡
で
は
普
通
、
大
費
ま
た
は
御
賛
と
表
記
さ
れ
る
。
古
く
M
M
吠
演

で
、
天
平
初
年
頃
(
七
三

O
年
前
後
)
を
境
に
御
費
へ
と
変
化
す
る
。
大
御
費

は
捌
d
v
抄
除
い
開
γ
御
賛
に
さ
ら
に
敬
称
の
「
大
」
を
重
ね
た
の
点
均
九
村
山
つ

挺
喜
主
計
寮
式
上
因
幡
固
条
に
よ
れ
ば
、
因
幡
国
は
海
藻
を
中
男
作
物

と
賛
の
一
一
つ
の
税
目
で
負
担
し
て
い
る
。
中
男
作
物
は
郡
・
郷
単
位
ま
で
で

個
人
名
を
書
か
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
こ
の
木
簡
は
個
人
名
を
記
し
た

上
で
、
中
男
の
労
役
に
よ
っ
て
費
と
し
て
納
め
る
海
藻
を
採
取
し
た
こ
と
を

示
す
。
な
お
、
因
幡
国
の
荷
札
に
は
、
中
男
作
物
で
個
人
名
を
記
す
賛
の
海

藻
の
荷
札
が
、
ほ
か
に
二
点
あ
る
(
平
城
木
簡
概
報
一
七
|
一
四
上
〈
九
五
〉
、

同
二
二
|
三
五
上
士
一
一
五
八
〉
)
。

因
幡
国
の
海
藻
の
荷
札
で
最
も
古
い
も
の
は
八
世
紀
初
頭
ま
で
遡
る
(
『
藤

原
宮
木
簡
』
三
|
一
一
九
四
)
。
海
藻
の
特
産
地
と
し
て
都
へ
の
貢
進
を
続
け

る
中
で
、
細
長
い
形
状
や
記
載
事
項
な
ど
書
式
の
整
備
が
行
わ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。み

b
ベ
の
あ

t
い

か

ち

み

ま

ろ

「
神
部
直
勝
見
麻
呂
」
は
こ
の
木
簡
の
ほ
か
に
は
見
え
な
い
。
因
幡
固
に

は
神
部
直
が
分
布
し
て
い
た
(
「
因
幡
国
戸
籍
」
〈
『
大
日
本
古
文
書
』
(編
年
)

一
、
コ
二
九
頁
〉
)
。

だ

い

じ

ん

ご

け

い

う

ん

「
太
」
は
大
斤
の
こ
と
。
「
六
斤
」
は
約
四

K
。
神
護
景
雲
四
年
は
七
七

O

年
。
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
「
年
」
に
相
当
す
る
墨
農
は
残
ら
な
い
。
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太
政
官
の
役
人
の
名
を
列
記
す
る
木
簡

(
表
)

円〔
藤
カ
〕

正
四
位
口
原
朝
臣
縄
麻
呂
左
大
弁
従
三
位
中
臣
朝
臣
清
麻
呂

正
四
位
下
石
上
朝
臣
宅
嗣
中
弁
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
小
田
門

従

四

位

下

口

口

少

弁

従

五

位

下

口

口

口

口
〔
多
治
比
人
カ
〕

U 

(
裏
)
亡団事口

口E告を仁

口口語専に

コ緑叫

口口曜
〔吋喰〕

口
口
口

コ唱をお

〔幸司
口

口撃叫
れ
会
み
よ
う
き
だ
い
ペ
ん
ち
ゅ
う
ペ
ん
し
よ
う
ペ
ん

役
汰
の
名
を
列
記
し
た
歴
名
木
簡
。
左
大
弁
・
(
左
)
中
弁
・
(
左
)
少
弁

-
b

じ

よ

う

か

ん

さ

d

んかん

は
、
太
政
官
の
官
職
。
合
わ
せ
て
左
弁
官
と
も
呼
ぶ
。
こ
時
川
崎
山
山
い
ず
れ

も
規
定
上
は
第
三
等
官
に
あ
た
り
、
大
臣
(
長
官
相

A
F
W大地一一一
p
h吹
官

咽
描
戸
の
指
揮
の
も
と
で
、
第
咽
「
洋
靖

K
い咽拍ゴす〕
Q
主
点
噴
一
ぷ
・
左
少
史
や

史
生
ト
」
曹
と
も
に
、
八
省
の

J
H内
坤

pv戒
部
ト
治
部
い
担
部
各
省
に
関
わ

る
行
政
実
場
荷
担
当
し
た
(
兵
部
・
刑
部
・
大
蔵
・
宮
内
各
省
に
関
わ
る

こ
と
は
、
右
弁
官
が
担
当
)
。

た

じ

ひ
の
喧
伸
弁
の
「
藤
原
朝
臣
小
田
門
」
は
藤
原
雄
田
麻
呂
、
左
出
ゲ
排
山
川
雄
噛

比
真
人
で
あ
ろ
う
。
多
治
比
真
人
が
左
少
許
庁
地
お
唯
こ
と
は
、
天
平
神
護

三
年

(
H
神
護
景
雲
元
)
二
月
六
日
付
け
太
政
官
符
(
『
大
日
本
古
文
書
』

(
編
弁

γ
T
Fん
抗
四

O
頁
)
か
ら
わ
か
る
。

『
続
日
本
紀
』
と
照
ら
し
合
わ
せ

F4v日
比
一
つ
ぐ
名
の
わ
か
る
玉
名
の
位

階
、
官
職
を
満
た
し
て
い
る
時
期
は
、
石
上
宅
鋼
部
一
吐
畑
唯
下
に
昇
進
し

た
天
平
神
護
一
一
年
(
七
六
六
)
一

O
月
二
五
日
(
『
続
日
本
紀
』
同
月
丁
未

〈
二
五
日
〉
条
な
ど
)
か
ら
、
多
治
比
真
人
の
後
任
の
左
少
弁
が
任
じ
ら
れ

っ
=
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四
一
八
三
一
)

口
口

長
さ
(
三
八
一
二
)
四
・
幅
(
一
二
七
)
四
・
厚
さ
王
皿

O
一
九
型
式

じ

ん

ご

け

い

う

ん

し

ょ

く

に

ほ

ん

ぎ

た
神
護
景
雲
元
年
(
七
六
七
)
七
月
一

O
H
(『
続
日
本
紀
』
同
月
丁
巳
〈
一

O
日
〉
条
)
ま
で
の
開
点
品
る
。
さ
ん
ぎ

こ
の
時
期
の
藤
原
縄
麻
呂
は
参
議
正
四
位
下
(
「
藤
」
と
み
ら
れ
る
文
字

の
上
に
は
墨
痕
は
残
ら
な
い
が
「
下
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
)
、

右
上
宅
嗣
も
参
議
正
四
位
下
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
段
目
に
は
参
議
が
列
記
さ

れ
て
炉
仕
立
位

t
な
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
晴
樹
園
か
ら
み
る
と
、
一
行
目

は
、
藤
原
清
河
(
在
唐
点
、
と
み
唄
有
官
藤
原
継
縄
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

よ
う
。
な
お
、
左
大
弁
の
中
臣
清
麻
呂
も
参
議
で
あ
っ
た
が
、
左
大
弁
で

あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
二
段
目
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

裏
面
は
木
目
と
直
行
す
る
向
き
に
人
名
を
列
記
す
る
。
判
読
で
き
る
文
字

は
せ
い
ぜ
い
一
行
あ
た
り
三
文
字
程
度
で
あ
品
止
め
、
知
推
で
き
る
人
物
は

見
当
た
ら
な
い
。
部
分
的
に
読
み
取
れ
る
「
阿
倍
」
「
息
長
」
な
ど
の
ウ
ジ

名
ゃ

γ以
激
山
口
計
と
思
し
き
「
舟
」
な
ど
の
記
載
か
ら
み
る
と
、
表
面
と
一

連
の
太
政
官
関
係
者
の
歴
名
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
下
級
の
役
人
た
ち
の

歴
名
と
み
ら
れ
る
。
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長
さ
(
一
七
四
)
皿
・
幅
二

O
皿
・
厚
さ
三
四

O
一
九
型
式

ご
は
ん
を
請
求
す
る
手
紙
の
木
簡
。
「
飯
」
は
「
飯
米
」

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
炊
く
前
の
米
の
可
能
性
も
あ
る
。

宛
先
を
書
か
ず
主
、
「
請
飯
」
(
ご
は
ん
を
く
だ
さ
い
)
と
用
件
か
ら
直
接

切
り
出
し
、
「
大
人
謹
状
」
(
大
人
よ
り
申
し
上
げ
ま
す
。
「
大
人
」
は
名
)

と
書
き
止
め
る
き
わ
め
て
簡
潔
な
書
き
っ
ぷ
り
は
、
急
逮
ご
は
ん
が
必
要
に

な
っ
て
、
慌
て
て
用
件
の
み
を
手
近
の
木
片
に
サ
ラ
サ
ラ
と
書
き
記
し
、
急

い
で
鞭
滑
に
も
た
せ
た
、
そ
ん
な
事
情
を
物
併
と
さ
せ
る
。
要
求
量
が
「
一

二
升
許
」
と
大
雑
把
で
あ
る
の
も
、
ち
ょ
っ
と
足
り
な
い
か
ら
追
加
を
少

し
お
願
い
ね
、
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
読
み
取
れ
る
。

そ
れ
に
も
う
一
つ
、
「
十
二
月
廿
九
日
」
と
い
う
日
付
も
意
味
あ
り
げ
で

あ
る
。
一
二
月
二
九
日
は
小
の
月
な
ら
大
晦
日
で
あ
る
ロ
年
末
の
慌
た
だ
し

さ
も
即
の
背
景
と
し
て
読
み
取
る
べ
き
情
報
だ
ろ
う
。
「
大
人
」
に
ウ
ジ
名

が
な
い
の
は
、
役
目
柄
か
彼
が
宛
先
と
親
し
い
関
係
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

叩
は
七
七

O
年
前
後
の
式
部
省
の
勤
務
評
価
の
木
簡
の
削
屑
と
と
も
に
見

つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
請
求
木
簡
は
物
品
と
と
も
に
請
求
元
に
回
送
さ
れ

る
場
合
が
多
い
。
間
の
場
合
も
、
式
部
省
内
の
食
料
担
当
部
署
(
厨
な
ど
)

に
宛
て
て
出
さ
れ
、
ご
は
ん
と
と
も
に
大
人
の
も
と
に
届
け
ら
れ
て
め
で
た

く
役
目
を
果
た
し
た
あ
と
、
大
人
の
手
で
捨
て
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
「
請
」
は
、
請
求
の
意
味
の
「
こ
う
」
の
ほ
か
、
「
う
く
」
、
す
な

わ
ち
受
け
取
る
、
の
意
味
で
使
う
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
な
文
字
で
あ

る
。
ど
ち
ら
に
読
む
べ
き
か
判
然
と
し
な
い
場
合
も
多
い
が
、
問
で
は
数
量

の
唆
昧
さ
か
ら
み
て
「
こ
う
」
と
読
む
の
が
よ
い
。

最
後
に
も
う
一
つ
、
叩
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
上
端
が
斜
め

に
折
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
裏
面
の
日
付
の
書
き
出
し
位
置
も
、
表
面
の

「
請
」
よ
り
も
さ
ら
に
不
自
然
に
上
端
に
寄
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味

す
る
か
。
裏
面
は
と
も
か
く
と
し
て
、
表
面
の
「
請
」
の
上
に
文
字
が
あ
っ

た
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
の
結
論
は
ノ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
請
」

の
上
に
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
も
し
も
文
字
が
あ
る
な
ら
顔
を
出
し
て
も
よ

さ
そ
う
に
恩
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
請
」
の
上
に
差
し
出
し
が
く
る
こ
と

は
ま
ず
滅
多
に
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
今
の
と
こ
ろ
文
字
の
な
い
部
分
が

わ
ず
か
に
折
れ
て
な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
く
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。

の
意
味
で
用
い

文
還
の
巻
敏
を
肥
す
木
簡

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
七
八
四
六
)

文
進
五
十
六
巻

長
さ
(
九
八
)
皿
・
幅
(
一
八
)
皿
・
厚
さ
二
皿

O
八
一
型
式

上
端
は
切
断
の
ま
ま
の
原
形
、
左
右
両
辺
は
割
れ
、
下
端
も
折
れ
て
欠
損

し
て
か
向
。
表
面
上
端
に
は
、
は
苧
よ
は
側
mwv昼
痕
が
付
着
し
て
い
る
。

『
文
選
』
は
、
中
国
南
朝
の
梁
の
昭
明
太
子
(
五

O
一
1
五
コ
一
二
の

撲
に
な
る
詩
文
集
。
中
国
古
代
の
周
か
ら
梁
ま
で
の
約
千
年
に
わ
た
る
詩
・

賦
・
文
章
七
六
三
篇
を
収
め
る
。
文
体
ご
と
に
三
七
に
分
類
し
、
作
者
の
年

代
順
に
排
列
す
る
。
三

O
巻
か
ら
な
る
原
本
は
一
部
し
か
伝
わ
ら
ず
、
七
世

紀
半
ば
に
李
善
が
詳
細
な
注
釈
を
施
し
た
、
六

O
巻
か
ら
な
る
「
李
善
注
」

の
形
で
流
布
す
る
も
の
が
多
い
。
「
五
十
六
巻
」
は
、
「
巻
第
五
十
六
」
の
意

レ

ん

め

い

る

い

味
か
。
巻
第
五
十
六
は
、
策
-
銘
・
誌
の
篇
目
に
あ
た
る
。

『
文
選
』
は
、
役
人
の
養
成
を
担
当
す
る
大
学
寮
に
お
い
て
、
儒
教
の
経

書
と
な
ら
ん
で
、
加
明
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
。
天
平
初
期
の
学
制

改
革
以
後
は
、
『
爾
雅
』
と
と
も
に
文
章
科
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
よ
う

で
、
役
人
の
教
養
書
と
し
て
広
く
流
布
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
ロ

な
お
、
木
簡
に
見
ら
れ
る
『
文
選
』
李
善
注
の
事
例
と
し
て
は
、
平
城
宮

内
裏
北
外
郭
官
街
の
土
坑
S
K
八
二

O
出
士
の
削
屑
(
宮
一
六
八
八
、
六

八
九
・
一
一
七

O
〈
二
片
接
続
〉
、
六
九
六
・
七

0
=
7
七
O
六
・
七
四
五
・

七
六
四
〈
五
片
接
続
〉
)
な
ど
が
あ
る
。

157 

飯
を
購
求
す
る
手
紙
の
木
簡(

三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
四
六
四
六
)

(
表
)
請
飯
一
-
一
升
許
大
人
護
状

(
裏
)
十
-
一
月
サ
九
日
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百

木
簡
に
み
る
式
部
省
の
移
転
と
跡
地
利
用

174 

阿
倍
広
庭
の
位
分
資
人
の
考
遺
木
簡
の
断
片

(
二
二
二
次
、

S
E
一
四
六
九

O
出
土
。
宮
六
一

O
六
九
三
)

口〔
口位
阿カ

匡傍〕

言朝

三五
孟庭
ム位
竺分
王資
孟門

厚
さ

O
六
五
型
式
(
O
一
五
型
式
)

あ
ペ
の
あ
そ
ん
ひ
ろ
に
わ
い
ぶ
ん
し
じ
ん

阿
倍
朝
臣
広
庭
の
位
分
資
人
(
五
位
以
上
の
位
階
を
も
っ
者
に
与
え
ら
れ

た
従
者
)
の
勤
務
評
価
の
木
簡
の
断
片
。
上
端
と
左
右
は
三
次
的
整
形
で
、

上
端
を
剣
先
状
に
削
り
出
し
て
い
る
。
下
端
は
折
れ
て
、
さ
さ
く
れ
た
状
態
ロ

裏
面
は
腐
蝕
が
著
し
い
。
考
遺
木
簡
を
二
次
的
に
整
形
し
た
も
の
。
現
状
で

上
端
か
ら
六
九
阻
初
地
置
の
側
面
に
、
径
一
ね
加
の
孔
が
あ
け
同
時
い
て
い
る
。

阿
倍
広
躍
洪
接
持
一
「
ハ
埠
(
七
二
一
一

γ窓
会
議
に
昇
進
し
、
神
亀
四
年
(
七

二
七
)
に
'
中
納
言
従
三
一
位
と
な
り
、
天
平
四
年
(
七
三
二
)
二
月
に
中
納

ぞ

う

ぐ

う

ち

泊

わ

ち

い

ず

み

と

う

と

〈

じ

し

ょ

〈

に

ほ

ん

言
兼
催
造
官
長
官
知
河
内
和
泉
等
国
事
で
死
去
し
て
い
る
(
『
続
日
本
紀
』

同
月
乙
未
〈
一
二
一
日
〉
条
)
の
で
、
こ
の
木
簡
は
天
平
=
一
年
以
前
の
も
の
か
。

な
お
、
位
分
資
人
の
人
数
は
、
一
位
一

O
O人
、
二
位
八
十
人
、
三
位
六

十
人

γ位
回
程
四

O
人
、
従
四
位
三
五
人
、
正
五
位
三
五
人
、
従
五
位
三

O

人
(
軍
防
令
給
帳
内
条
)
ロ

175 

奈
良
時
代
前
半
の
式
部
省
の
考
遺
木
簡
の
削
屠
5

(
二
二
二
次
、

S
E
一
四
六
九
O
出
土
。
宮
六
一

O
三
六
五
)

四
中
上

善
_.1... 

O
九
一
型
式

ど

ね

り

な

い

ぶ

ん

ぽ

ん

舎
人
の
選
叙
に
関
わ
る
木
畑
伊
側
帯
。
舎
人
は
内
分
番
(
中
央
の
非
常
勤

の
役
人
)
で
あ
り
な
が
ら
、
大
宝
令
の
規
定
で
は
三
段
階
評
価
で
は
な
く

九
段
階
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
(
附
〈
E
期
展
示
〉
参
照
)
。

「
四
中
上
」
は
、
考
課
(
一
年
ご
と
の
総
合
評
価
)
に
お
い
て
中
上
(
九
段

階
評
価
の
上
か
ら
四
番
目
)
の
評
価
を
四
年
分
受
け
た
、
の
意
。
内
分
番
の

選
叙
の
年
限
は
七

O
六
年
以
降
は
六
年
で
あ
る
か
ら
、
あ
と
二
年
は
別
の
評

価
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
中
上
よ
り
高
い
評
価
で
あ
れ
ば
「
四
中
上
」
の

右
側
に
、
中
中
以
下
で
あ
れ
ば
左
側
に
、
あ
と
二
年
分
の
評
価
の
内
訳
が
書

か
品
吋
い
た
は
ず
で
あ
る
(
善
の
数
か
ら
み
る
と
、
恐
ら
く
後
者
)
。

「
善
」
は
い
〈
堵
課
の
前
提
と
な
る
付
加
評
価
初
ん
一
つ
。
考
課
令
の
規
定
に

よ
れ
減
、
「
徳
義
(
人
格
が
優
れ
る
こ
と
)
」
「
清
慎
(
清
廉
で
謹
直
な
こ
と
)
」

か
〈
き
ん

「
公
平
(
私
心
な
く
公
に
尽
く
す
こ
と
)
」
「
惨
勤
(
勤
勉
な
こ
と
)
」
の
四
つ

が
「
善
」
を
得
る
基
準
と
さ
れ
た
(
考
課
令
善
条
)
。
た
だ
し
、
徳
義
・
清
慎

・
公
平
は
一
度
獲
得
す
れ
ば
原
則
的
に
効
力
が
永
続
す
る
こ
と
も
あ
り
実
際

に
は
滅
多
に
与
え
ら
れ
ず
、
実
例
で
は
「
善
」
の
ほ
と
ん
ど
が
格
勤
(
効
力

は
一
年
の
み
)
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
い

常
勤
役
人
の
毎
年
の
九
段
階
評
価
は
、
「
善
」
及
び
別
に
定
め
ら
れ
た
「
最
」

の
数
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
最
一
つ
、
あ
る
い
は
最

が
な
い
場
合
で
も
善
が
一
つ
あ
れ
ば
、
中
中
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ち
な
み
に
、
中
上
の
評
価
に
は
、
最
一
つ
以
上
と
善
一
つ
、
あ
る
い
は
善
一
一

つ
が
必
要
で
あ
る
。
市
の
場
合
、
六
年
間
で
「
善
六
」
で
あ
る
か
ら
、
中
上

評
価
を
四
回
受
け
る
た
め
に
は
、
最
を
得
た
年
が
少
な
く
と
も
二
年
は
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

176 

奈
良
時
代
前
半
の
式
部
省
の
考
遺
木
簡
の
削
屠
6

(
二
二
一
一
次
、

S
E
一
四
六
九

O
出
土
。
宮
六
|
一

O
七
六
三
)

口〔
口土
口師
遠方
口〕
口

大
倭
国
添
上
郡

O
九
一
型
式

や

ま

と

そ

う

一

の

か

み

陪

ん

が

ん

は

じ

の

む

ら

じ

大
倭
国
添
上
郡
に
本
貫
地
の
あ
る
土
師
連
某
の
考
課
木
簡
の
削
屑
。
大
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倭
国
添
上
郡
は
、
今
の
奈
良
県
奈
良
市
域
を
中
心
に
、

市
・
添
上
郡
山
添
村
の
一
部
に
わ
た
る
地
域
。

な
お
、
国
名
ヤ
マ
ト
の
表
記
に
つ
い
て
は
、

六
九

O
出
土
木
簡
の
廃
棄
時
期
は
天
平
五
年

で
、
表
記
の
変
遷
と
矛
盾
は
な
い
。

大
和
郡
山
市
・
天
理

ロ
を
参
照
。
井
戸
S
E
一
四

(
七
三
五
)
が
目
安
と
な
る
の

177 

瓦
の
進
上
状
の
木
簡

(
一
五
五
次
、

S
D
一
一
六
四

O
出
土
。
宮
六
九
八
八
二

(
表
)
進
上
牝
氏
二
百
枚

o

(
裏
)
三
年
四
月
十
六
日
主
典
田
辺
史

o

長
さ
一
五
三
田
・
幅
二
七
四
・
厚
さ
三
田

O
一
一
型
式

め

が

わ

ら

ひ

ら

が

わ

ら

牝
瓦
は
女
瓦
、
す
な
わ
ち
平
瓦
の
こ
と
。
に
」
拝
は
、
南
北
溝
S

D
一一

六
畑
O
出
士
の
他
の
木
簡
の
年
紀
か
ら
み
て
、
養
老
三
年
(
七
一
昨
)
て
ん
ま
た

き

は
神
亀
三
年
(
七
二
六
)
か
。
神
亀
六
年
四
月
の
瓦
進
上
木
簡
に
も
主
典
(
第

掴
持
培
の
一
般
的
な
表
記
)
が
み
え
る
事
例
が
あ
り
(
宮
七
一
一
八
七
三
)
、

催
造
司
主
典
の
可
能
性
が
あ
る
(
今
泉
隆
雄
『
古
代
宮
都
の
研
究
』
)
。
「
回

ふ
O
と

辺
史
」
の
「
史
」
は
、
田
辺
氏
の
姓
、
ま
た
は
名
、
い
ず
れ
の
可
能
性
も

あ
る
。

178 

忍
社
と
肥
し
た
木
簡

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四
六
八
二

忍
キ土

長
さ
一
九
O
皿
・
幅
二
一
一
二
皿
・
厚
さ
三
皿

O
三
二
型
式

神
社

A
吃
記
す
木
簡
の
一
例
。
神
社
名
計
調
の
直
明
暗
の
木
簡
(
間
〈
I
期

展
示
〉
、
叩
〈
E
期
展
示
〉
)
と
同
様
に
、
神
僕
や
幣
吊
を
分
配
す
る
際
の
付

札

白

川

押

ら

れ

る

。

え

ん

ぎ

じ

ん

誓

か

ん

し

き

や

ま

と

お
し
咽
社
は
こ
の
表
記
で
は
他
に
見
え
唯
中
が
、
延
喜
神
祇
官
式
九
に
大
和
国

忍
海
郡
=
一
座
の
一
っ
と
し
て
視
試
問
鴇
肱
榊
批
(
奈
良
県
葛
城
市
林
堂
に
故

地
が
残
る
。
一
九
一

O
年
に
葛
味
L
坐
火
雷
神
社
に
合
理
ん
均
可
指
推
掛

考
え
ら
れ
る
。
忍
海
郡
の
地
は
「
飲
斯
」
と
も
称
さ
れ
る
(
『
日
本
書
紀
』
皇
極

天
皇
一
元
年
条
)
か
ら
、
郡
名
の
表
記
に
も
通
じ
る
「
忍
」
一
文
字
で
表
記
す

る
こ
と
は
充
分
あ
り
得
ょ
う
。
社
名
の
表
記
「
為
志
」
は
、
「
忍
士
山
」
の
誤
記

と
も
い
わ
れ
(
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
)
、
ま
た
転
音
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ

よ
う
い
担
ル
い
為
志
神
社
は
、
四
っ
き
訂
期
展
L
Eめ
の
水
性
社
や
間

(
I
期
展

示
)
の
鏡
作
社
と
は
異
な
り
、
月
次
祭
や
新
嘗
祭
の
班
幣
に
は
あ
ず
か
っ

て
い
な
い
。

179 

土
左
固
か
ら
の
傭
の
荷
札

(
三
一
一
次
補
、

s
D四一
O
O出
土
。
宮
四
|
四
六
七

O
)

土
左
国
交
易
寵
六
斤

長
さ
(
一
一
六
)
皿
・
幅
一
四
回
・
厚
さ
三
皿

O
三
九
型
式

類
例
の
少
な
い
土
佐
国
(
片
山
V情
知
県
)
か
ら
の
貢
進
物
の
靖
札
。
地
方

に
財
源
と
し
て
蓄
え
ら
れ
た
正
税
(
イ
ネ
)
を
代
価
と
し
て
億
六
斤
(
約

四
同
)
を
購
入
し
て
納
め
る
際
の
も
の
。
「
土
左
」
は
「
土
佐
」
と
同
じ
だ

が
い
ん
唱
附
防
体
摘
吋
は
人
偏
を
付
け
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ち
ょ
う

延
喜
主
掛
寮
玩
上
土
佐
回
出
戸
に
よ
も
と
、
士
左
国
の
貢
進
物
に
片
山
い
び
滴

社
札
ロ
ー
も
唱
巾
や
絹
の
同
P
4
r
h
h
堅
魚
、
浦
町
し
て
は
綿
・
味
初
、
指

b
k用
組
下

町
T
h
万
点
吻
と
し
て
は
亀
甲
・
紙
・
胡
麻
油
・
堅
魚
・
雑
魚
噺
・
煮
塩

年
魚
・
備
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
荷
札
の
事
例
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
五
例
が

知
ら
れ
る
の
み
で
、
品
目
の
わ
か
る
の
は
叩
の
ほ
か
、
延
喜
式
に
も
通
じ
る

年
魚
の
事
例
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
(
平
城
木
簡
概
報
三
人
|
二
二
上
に
訂
正

報
告
)
。

式
部
省
関
連
の
遺
物
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
巾
山
山

r-
崎
山
ま
で

に
知
ら
れ
て
い
る
唯
一
の
鰭
そ
の
も
の
の
荷
札
で
あ
る
こ
と
、
神
祇
官
関
係
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の
神
社
名
、
及
び
神
社
名
+
纏
の
記
載
を
も
っ
木
簡
が
同
じ
遺
構
か
ら
出
土

し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
神
祇
官
に
関
わ
る
遺
物
と
み
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

180 

神
祇
官
の
井
戸
か
ら
見
つ
か
っ
た
削
屠
1

(
二
七
三
次
、
S
E
一
七
五

O
五
出
土
。
宮
六
一
一
二
七
二
)

口
奉
御

O
九
一
型
式

ひ

ょ

う

ず

・

3

し
ん
せ
ん

「
兵
主
神
社
」
と
措
か
れ
た
削
屑
(
閣
〈
I
期
展
示
〉
)
件
噌
瀬
の
目
録

と
見
ら
れ
る
木
簡
(
問
〈
E
期
展
示
〉
)
の
出
土
に
よ
っ
て
神
祇
官
で
あ
る

こ
と
が
確
定
し
た
役
所
の
、
同
じ
井
戸
S
E
一
七
五

O
五
か
ら
見
つ
か
っ
た

削
屑
ロ記

載
が
断
片
的
で
、
神
祇
官
と
の
つ
な
が
り
を
積
極
的
《
事
付
け
る
も
の

で
は
な
い
が
、
「
奉
」
は
「
た
て
ま
つ
る
」
、
あ
る
い
は
「
供
奉
」
な
ど
の
熟

ぎ
よ

語
の
一
部
、
「
御
」
も
単
独
で
は
天
皇
を
示
す
言
葉
で
あ
り
、
神
社
祭
杷
に

関
わ
る
遺
物
と
み
て
矛
盾
は
な
い
。
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神
祇
官
の
井
戸
か
ら
見
つ
か
っ
た
削
屠
2

(
二
七
三
次
、
S
E
一
七
五

O
五
出
土
。
宮
六
|
一
一
二
七
二
一
)

ト
部
口

O
九
一
型
式

(
O
三
九
型
式
)

じ

ん

ぎ

か

ん

う

ら

ペ

閣
叱
洞
じ
耕

F
か
ら
出
土
し
た
削
屑
。
神
祇
官
に
は
卜
部
二

O
人
が
所
属

し
、
亀
卜
(
亀
甲
を
焼
き
、
そ
の
ひ
び
割
れ
に
よ
り
吉
凶
を
う
ら
な
う
)
を

担
当
し
て
い
た
。
叩
と
同
様
に
断
片
的
な
記
載
で
、
ウ
ジ
名
と
し
て
の
卜
部

内

υ

の
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
間
に
比
べ
る
と
よ
り
積
極
的
に
神
祇
官

と
の
つ
な
が
り
を
想
定
し
て
も
よ
い
内
容
と
い
え
よ
う
。

【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

東
西
溝
S

D
四
一

O
O
(展
示
番
号

1
1問
、

悦

、

問

、

m

i
m
、

問

、

問

)

一

九

六

六

年

平
城
宮
東
南
隅
の
南
面
大
垣
内
側
を
東
に
流
れ
る
東
西
溝
。
幅
最
大
六

m
、
最
大

探
世
ト

mo
東
面
大
垣
内
側
の
南
北
溝
S
D
三
週

L
b中
治
流
す
る
。
木
簡
は
、

式
部
省
の
勤
鴇
帯
価
に
関
わ
る
削
屑
が
大
半
で
、
養
老
・
神
亀
年
間
(
七
一
七

1
七

二
九
)
か
ら
宝
亀
元
年
(
七
七

O
)
の
も
の
ま
で
を
含
む
が
、
養
老
・
神
亀
年
間
の

も
の
は
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
南
北
溝
S
D
一
一
六
四

O
と
一
連
の
遺
物
と
み
ら
れ
、

東
西
溝
S
D
四一

O
O
の
木
簡
は
基
本
的
に
宝
亀
元
年
頃
に
一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。
片
端

γ宝
亀
年
間
(
七
七

0
5七
八
二
頃
に
北
側
に
移
転
し
て
き

た
と
み
ら
れ
る
神
祇
官
関
連
木
簡
も
、
僅
か
に
含
ま
れ
る
。
木
簡
は
約
一
万
三
千
点

(
う
ち
削
屑
約
一
万
二
千
点
)
が
出
土
し
た
。
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138 

157 

内''・『，，

南
北
溝
S

D
一
一
六
回

O
(展
示
番
号
昭
、
問
、
向
、
崎
、
リ
)
一
九
八
四
年

平
城
宮
南
面
大
垣
東
端
か
ら
西
に
五

O
m
の
位
置
で
、
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
幅

=
了
五

m
、
深
さ

0
・
八
血
の
南
北
溝
。
北
端
は
大
垣
内
側
の
東
西
溝
S
D
四一

O

O
に
接
続
し
、
南
面
大
垣
を
抜
け
た
あ
と
、
三
条
大
路
北
側
溝
向
山
知
一
二
五

O
に
合

流
す
る
。
溝
の
埋
土
の
上
に
大
垣
本
体
が
築
か
れ
て
い
る
が
、
暗
渠
な
ど
初
覗
跡
は

な
い
。
木
簡
は
一
一
七
一
点
(
う
ち
削
屑
一

O
三
O
点
)
が
出
土
し
た
。
霊
亀
二
年

(
七
二
ハ
)
か
ら
神
色
五
年
(
七
二
八
)
ま
で
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
を
含
み
、
神
亀

年
間
以
降
の
早
い
時
期
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
が
機
能
し
て
い
た

時
期
に
は
こ
の
部
分
の
南
面
大
垣
は
分
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
遷
都
か
ら

二
O
年
近
く
も
開
渠
の
ま
ま
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
宮
東
南
隅
部
分
で
の

改
作
の
際
に
、
バ
イ
パ
ス
的
な
排
水
溝
と
し
て
臨
時
に
開
削
し
た
も
の
か
。
な
お
、

隣
接
す
る
東
面
大
垣
に
お
い
て
も
、
大
垣
を
横
断
す
る
二
時
期
に
わ
た
る
関
渠
の
痕

跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
機
能
を
果
た
し
た
溝
と
み
ら
れ
る
ロ

内
U

W

4

E

・『
'
'
a
u
g

・E
冒

井
戸
S
E
一
四
六
九

O
(展
示
番
号
市

i
m、

m
i
m、
印

1
げ
)
一
九
九
一
年

奈
良
時
代
後
半
の
神
祇
官
西
院
の
下
層
で
見
つ
か
っ
た
奈
良
時
代
前
半
の
式
部
省



21

の
井
戸
。
井
戸
枠
な
ど
の
構
造
物
は
抜
き
取
ら
れ
て
残
ら
な
い
。
掘
方
の
当
初
の
規

模
は
一
辺
約
五
円
検
出
面
か
ら
深
さ
約
二
・
二

m
程
度
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
は
、

抜
取
穴
の
埋
土
か
ら
四
七
三

O
点
(
う
ち
削
屑
四
六
四
二
点
)
が
出
土
し
た
。
年
紀

の
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
天
平
元
年
(
七
二
九
)
と
天
平
三
年
五
月
の
も
の
が
あ
る
。

ち

ん

ぶ

し

ま
た
、
天
平
三
年
十
一
月
に
設
置
さ
れ
た
諸
道
鎮
撫
使
の
判
官
が
見
え
る
削
屑
が
あ

-P
」
い
じ開

削
ソ

り
、
に
一
吠
ヰ
四
年
の
考
選
事
務
に
関
わ
る
削
屑
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
舎
人
親
王

や
新
田
部
親
王
の
生
存
が
確
認
で
き
る
の
で
、
彼
ら
の
没
し
た
天
平
七
年
ま
で
は
降

ら
ず
、
木
簡
の
廃
棄
時
期
と
し
て
は
、
天
平
四
年
の
考
選
事
務
処
理
終
了
後
の
天
平

五
年
が
目
安
に
な
ろ
う
。
内
容
は
、
多
数
の
役
所
の
役
人
の
考
課
・
選
叙
木
簡
の
削

屑
が
主
体
で
、
式
部
省
で
行
わ
れ
た
文
官
全
般
の
考
選
事
務
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
。

役
所
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
遺
構
出
土
の
木
簡
と
し
て
、
こ
こ
が
奈
良
時
代
前
半
に
は
式
部

省
だ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
と
な
っ
た
。

井
戸
S
E
一
七
五

O
五
(
展
示
番
号
制
、
問
、
問
、
問
、
間
)
一
九
九
六
年

奈
良
時
代
後
半
の
神
祇
官
東
院
の
井
戸
。
東
院
北
よ
り
の
二
棟
の
礎
石
建
物
の
中

関
東
端
に
位
置
し
、
掘
方
は
東
西
三
・
五

m
、
南
北
四

m
の
円
形
で
、
井
戸
枠
な
ど

の
上
部
構
造
の
抜
取
穴
と
、
檎
の
一
木
剰
り
抜
き
の
井
筒
を
検
出
し
た
。
井
筒
は
高

さ
約
一
・
八

m
、
外
径
約
一
・
一

1
一
・
三

m
で
、
厚
さ
は
一

0
1
二
O
咽
あ
る
。

年
輪
年
代
測
定
の
結
果
、
養
老
七
年
(
七
二
三
)
に
伐
採
さ
れ
た
材
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
木
簡
は
、
井
筒
内
の
埋
土
、
及
び
上
部
構
造
の
井
戸
枠
の

抜
取
穴
か
ら
、
計
二
一
二
点
(
う
ち
削
屑
二

O
八
点
)
が
出
土
し
た
。
井
筒
内
か
ら

神
慢
を
書
き
上
げ
た
と
見
ら
れ
る
木
簡
や
神
社
名
を
列
記
し
た
と
み
ら
れ
る
削
屑
が

出
土
し
、
こ
こ
が
奈
良
時
代
後
半
に
は
神
祇
官
東
院
だ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料

と
な
っ
た
。

(
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
)

比古
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